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第
五
章 

戦
中
～
戦
後
に
か
け
て
の
中
野 

〔
１
〕
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
全
盛
期 

 

戦
前
の
中
野
の
歌
手
と
し
て
の
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
の
最
盛
期
は
一
九
三
八
年
四
月
頃
ま
で
で
あ
る
。
一
九
三

二
年
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
一
九
三
八
年
四
月
ま
で
は
、
平
均
し
て
月
に
三
曲
ほ
ど
歌
を
吹
き
込
ん
で
い
た
が
、
一

九
三
八
年
五
月
以
降
は
平
均
し
て
月
に
一
曲
し
か
歌
を
吹
き
込
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。（
三
十
七
）
そ
れ
で
も
一

九
四
〇
年
の
中
頃
ま
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
月
に
一
曲
は
吹
き
込
ん
で
い
る
が
、
一
九
四
〇
年
七
月
以
降
は
、

一
曲
も
歌
を
吹
き
込
ん
で
い
な
い
月
も
増
え
て
く
る
。
そ
し
て
一
九
四
一
年
七
月
新
譜
の
「
男
荒
波
」
が
、
中

野
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
の
最
後
の
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
中
野
の
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
の
減
少
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
戦
争
の
影
響
で
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
が
歌

い
に
く
く
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
理
由
は
考
え
に
く
い
。
戦
局
が
悪
化
し
て
き
た
影
響
で
、
明
る
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
が
次
第
に
歌
い
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
日
米
開
戦

の
始
ま
る
一
九
四
一
年
十
二
月
ま
で
は
、
笠
置
シ
ズ
子
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
で
も
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
吹
き

込
む
余
地
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
野
は
デ
ビ
ュ
ー
初
期
の
頃
か
ら
軍
歌
の
類
も
抵
抗
な
く
吹
き
込

ん
で
い
る
の
で
、
軍
歌
や
戦
時
歌
謡
が
主
体
の
時
代
に
も
適
応
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。 

歌
手
業
主
体
か
ら
作
曲
・
作
詞
家
業
主
体
に
移
行
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
理
由
も
、
統
計
上
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
作
詞
に
関
し
て
は
、
一
九
三
七
年
二
月
の
「
街
の
靴
み
が
き
」
が
最
後
で
あ
る
し
、
作
曲
に
関

し
て
も
一
九
三
五
～
一
九
三
七
年
が
一
番
多
い
か
ら
だ
。 

 

考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
レ
コ
ー
ド
の
吹
込
み
よ
り
も
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
や
松
竹
映
画
へ
の
出
演
に
主
体
を

置
く
よ
う
に
し
た
か
ら
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
率
い

る
バ
ン
ド
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ス
テ
ー
ジ
で
大
成
功
を
お
さ
め
、
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
の
時
代
が
幕
を
明
け
た
。

ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
は
、
弾
む
よ
う
な
リ
ズ
ム
、
明
る
い
サ
ウ
ン
ド
、
反
復
の
フ
レ
ー
ズ
が
特
徴
の
ジ
ャ
ズ
の

ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
あ
る
が
、
社
交
ダ
ン
ス
と
結
び
つ
い
て
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
ジ
ャ
ズ

そ
の
も
の
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ス
イ
ン
グ
・
ブ
ー
ム
が
ア
メ
リ
カ
に
二
年
遅
れ
て
一
九
三
七
年
に
日

本
に
入
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
一
年
末
の
日
米
開
戦
ま
で
の
期
間
、
日
本
は
ス
テ
ー
ジ
・

シ
ョ
ー
の
全
盛
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
三
十
八
）
こ
の
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
全
盛
時
代
に

中
野
と
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
全
国
各
地
を
巡

演
し
て
い
た
。
（
三
十
九
） 

 

〔
２
〕
戦
中
期
の
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ 

 

服
部
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社
し
て
か
ら
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
服
部
の
指
導
下
の
元
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
第
三
章
で
書
い
た
が
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
も
次
第
に
中
野
の
影
響
下
を
離
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
九
年
十
月
新
譜
の
レ
コ
ー
ド
か
ら
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の

呼
称
か
ら
“
ナ
カ
ノ
”
と
い
う
語
が
消
失
し
た
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
実
際
一
九
三
九
年
頃
か
ら
、
リ
ズ

ム
・
ボ
ー
イ
ズ
や
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
レ
コ
ー
ド
で
中
野
と
組
む
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
し
、
地
方
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へ
の
巡
演
で
も
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
四
十
） 

 
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
前
半
に
か
け
て
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
、
服
部

が
作
編
曲
し
た
日
本
古
来
の
俗
曲
や
童
謡
、
民
謡
を
題
材
に
し
た
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
を
歌
っ
て
い
た
が
、
一

九
四
〇
年
の
後
半
頃
か
ら
「
ス
パ
イ
は
躍
る
」「
つ
も
り
つ
も
り
だ
」「
頼
む
と
言
わ
れ
り
ゃ
」「
荒
鷲
さ
ん
だ
よ
」

と
い
っ
た
、
い
か
に
も
軍
国
調
を
表
し
た
よ
う
な
勇
壮
な
タ
イ
ト
ル
の
も
の
が
増
え
て
き
て
、
歌
の
呼
称
も
“
ジ

ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
”
と
い
う
語
を
使
わ
ず
に
“
歌
謡
曲
”
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
中
味
は
相

変
ら
ず
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
で
あ
り
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
四
人
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
、
伴
奏
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
技
巧
も
益
々
向
上
し
て
い
っ
た
の
は
皮
肉
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
」（
瀬
川
、
一
九
八
二
ａ
、p.24

）
か

っ
た
。「
こ
の
頃
は
、
ま
だ
米
英
と
戦
争
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
曲
の
旋
律
や
演
奏
の
内
容
よ
り
も
、
歌
詞
の

言
葉
の
方
が
き
び
し
く
検
閲
さ
れ
た
」（
瀬
川
、
一
九
八
二
ａ
、p.24

）
た
め
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
リ
ズ
ム
・
ボ

ー
イ
ズ
自
身
が
作
詞
し
て
服
部
が
作
曲
し
た
「
タ
リ
ナ
イ
・
ソ
ン
グ
」
は
、
戦
争
で
物
資
が
足
り
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
が
歌
っ
た
が
、
国
策
へ
の
不
満
を
助
長
す
る
と
受
け
取

ら
れ
、
発
売
禁
止
に
な
る
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
米
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
発
売
さ
れ
た
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
の
唯
一
の
レ
コ
ー
ド
、
一
九
四
二
年
九
月
新

譜
の
「
祖
国
の
祈
り/

誓
い
の
港
」
に
な
る
と
、
曲
の
旋
律
自
体
が
軍
国
調
で
あ
り
、
と
て
も
“
ジ
ャ
ズ
”
・
コ

ー
ラ
ス
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
を
最
後
に
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
や

リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
は
資
料
上
か
ら
名
前
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
（
四
十
一
） 

 

〔
３
〕
戦
中
～
戦
後
の
中
野 

 

一
九
三
七
年
か
ら
続
い
た
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
の
全
盛
時
代
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
の
日
米
開
戦
を
期
に

終
焉
に
向
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
曲
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ソ
ン
グ
の
類
は
公
式
上
一
切
演
奏
す
る
こ
と
を

禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
中
野
も
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
業
に
戻
っ
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
中
野
は
一
九
四
二
年
五
月
～
一
九
四
四
年
五
月
ま
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
最
後
の
契
約
を
結
ん
で

い
る
が
、
こ
の
間
の
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
の
仕
事
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
五
月
に
中
野
は
召
集
令
状
が

届
い
て
戦
地
へ
赴
く
に
至
っ
た
こ
と
は
判
明
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
の
仕
事
も
な
く
な
っ
た
中

野
が
こ
の
時
期
に
何
を
や
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
中
野
に
限
ら
ず
、
ど
こ
の
レ
コ
ー
ド
会
社
で
も
新
譜
で
レ
コ
ー
ド
を
制
作
、

発
売
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
音
楽
家
や
芸
能
人
は
頻
繁
に
軍
隊
慰
問
と
し
て
国
内
を

巡
演
し
て
ま
わ
っ
た
り
、
戦
線
慰
問
団
と
し
て
中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
、
中
野
も

例
外
な
く
軍
隊
の
慰
問
活
動
に
専
念
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
ん
な
中
野
に
も
一
九
四
四
年
五
月
、
召
集
令
状
が
届
い
て
、
一
兵
士
二
等
兵
と
し
て
戦
地
に
赴
く
こ
と
に

な
っ
た
。
中
野
が
赴
い
た
の
は
、
本
土
決
戦
の
捨
て
石
と
さ
れ
た
沖
縄
高
知
の
土
佐
、
中
部
第
八
十
四
部
隊
で

あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま
る
沖
縄
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
ら
、
中
野
は
確
実
に
戦
死

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
幸
運
な
こ
と
に
、
中
野
の
上
司
で
あ
っ
た
部
隊
長
が
中
野
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、

Owner
ノート注釈
卒論提出後修正
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中
野
だ
け
で
も
生
き
残
っ
て
皆
の
た
め
に
歌
を
歌
い
続
け
て
ほ
し
い
と
特
別
に
除
隊
を
許
可
さ
れ
た
た
め
、
一

九
四
五
年
の
初
頭
に
は
本
土
に
三
ヶ
月
で
帰
っ
て
来
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

戦
後
の
中
野
は
す
ぐ
に
は
音
楽
の
世
界
に
復
帰
し
な
か
っ
た
。「
軍
属
士
官
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
北
京
な

ど
で
宣
撫
（
―
ぶ
）
活
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
終
戦
。
駐
留
米
軍
向
け
放
送
で
二
、
三
年
歌
っ
て
い
た
が
、
キ

ン
グ
の
新
人
江
利
チ
エ
ミ
の
作
曲
の
た
め
に
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
入
社
。
」
（
愛
媛
新
聞
、
一
九
六
九
）
、
「
武
藏
野

音
樂
學
校
を
卒
業
後
直
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社 

一
昨
年
暮
引
退
す
る
ま
で
ず
つ
と
同
社
專
属
（
中
略
）
引
退

後
は
銀
座
で
大
和
企
業
株
式
會
社
常
務 

中
野
ト
レ
ー
デ
イ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
社
々
長
と
し
て
實
業
界
入
り
」（
ア

サ
ヒ
グ
ラ
フ
、
一
九
四
九
、p.15
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
中
野
忠
彦
氏
の
お
話
や
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
残
っ
て

い
る
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
実
際
は
、
駐
留
米
軍
向
け
放
送
や
米
軍
キ
ャ
ン
プ
へ
行
っ
て
歌
う
こ
と
も
、
戦

後
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
契
約
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

当
時
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
え
る
歌
手
や
ジ
ャ
ズ
メ
ン
た
ち
は
進
駐
軍
の
所
へ
行
っ
て
歌
を
歌
っ
た
り
ジ

ャ
ズ
を
演
奏
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。（
四
十
二
）
戦
争
中
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
を
大
っ
ぴ
ら
に
演
奏

で
き
る
上
に
、
米
軍
か
ら
貰
え
る
ギ
ャ
ラ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
タ
バ
コ
な
ど
の
贈
り
物
も
豊
富
で
、
食
糧
・
物

資
不
足
に
も
事
を
欠
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
野
に
も
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
え
る
技
術
が
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

中
野
忠
彦
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
戦
後
の
中
野
は
、
郷
里
の
後
輩
で
あ
る
毛
利
松
平
（
後
の
代
議
士
）
と
手

を
組
ん
で
「
ブ
ギ
ウ
ギ
・
ス
リ
ー
」
と
い
う
清
涼
飲
料
水
の
事
業
を
立
ち
上
げ
た
と
の
事
で
あ
る
。
会
社
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
は
、
時
の
ブ
ギ
の
流
行
を
引
っ
掛
け
た
も
の
で
あ
り
、
宣
伝
に
は
笠
置
シ
ズ
子
を
使
っ
た
り
も
し
た
。 

 

喰
う
た
め
の
音
樂
で
は
だ
め
だ 

歌
は
一
時
や
め
て
い
る
が
生
活
を
確
立
し
た
ら
い
い
樂
團
を
組
織
し
た

い
（
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
、
一
九
四
九
、p.15

） 

  

中
野
は
、
進
駐
軍
の
所
で
歌
っ
て
細
々
と
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
よ
り
も
、
事
業
で
一
山
当
て
よ
う
と
い

う
こ
と
を
企
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
（
四
十
三
）
し
か
し
、
「
ブ
ギ
ウ
ギ
・
ス
リ
ー
」
は
着
色
染
料
の
調
子
が

お
か
し
く
な
っ
て
事
業
は
失
敗
、
一
山
稼
ぐ
ど
こ
ろ
か
逆
に
借
金
が
膨
ら
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
業
は
あ
き

ら
め
て
、
借
金
を
返
す
た
め
に
、
一
九
五
二
年
初
頭
に
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
に
入
社
し
て
音
楽
の
世
界
に
復
帰
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
四
十
四
）
中
野
忠
彦
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
戦
後
中
野
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
復
帰
し
な

か
っ
た
理
由
は
、
戦
前
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
盛
の
頃
の
中
野
の
、
周
囲
へ
の
態
度
が
我
侭
で
あ
っ
た
た
め
に
、
皆
か

ら
煙
た
が
ら
れ
て
復
帰
を
反
対
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
（
四
十
五
）
、
ま
た
、
全
盛
期
と
比
べ
て
声
の
質
が
落

ち
て
い
た
た
め
に
、
歌
手
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
も
か
く
中
野
は
一
九
五
二
年
に
歌
手
兼
作
曲
家
と
し
て
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
と
契
約
し
た
。 

戦
後
の
中
野
は
、
歌
手
を
や
め
て
作
曲
家
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
当
初
は
歌
手
と
し
て

の
夢
も
捨
て
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
の
中
野
の
歌
手
と
し
て
の
レ
コ
ー
ド
は
、
一
九
五
二
年
六

月
新
譜
の
「
山
小
舎
に
月
が
登
れ
ば
／
ア
リ
ゾ
ナ
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
弾
き
」（
四
十
六
）
が
、
芸
名
ヤ
ン
グ
中
野
と
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し
て
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。（
四
十
七
）
こ
の
二
曲
は
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
で
あ
り
、
戦
前
同
様

に
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
こ
う
と
い
う
中
野
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
レ
コ
ー
ド

が
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

中
野
の
こ
の
レ
コ
ー
ド
が
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
原
因
を
、
流
行
歌
界
の
流
れ
に
沿
っ
て
考
え
て
み
る
。
戦
前

に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
戦
前
の
う
ち
か
ら
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
歌
手
群
を(

Ａ)

、
戦
前
に
歌

手
デ
ビ
ュ
ー
は
し
た
も
の
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
だ
と
い
う
歌
手
群
を(

Ｂ)

、
戦
後

デ
ビ
ュ
ー
し
た
歌
手
群
を(
Ｃ)
と
す
る
。(

Ａ)

の
歌
手
の
う
ち
、
松
平
晃
や
楠
木
繁
夫
、
東
海
林
太
郎
と
い
っ
た

人
物
は
戦
後
ヒ
ッ
ト
作
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
大
半
の(

Ａ)

の
歌
手
は
一
九
五
一
、
二
年
く
ら
い
ま
で
ヒ
ッ

ト
作
に
恵
ま
れ
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
。(

Ｂ)

に
は
岡
晴
夫
、
笠
置
シ
ズ
子
、
奈
良
光
江
、
池
真
理
子
、

近
江
俊
郎
、
並
木
路
子
、
竹
山
逸
郎
な
ど
が
い
る
。(

Ｂ)

の
歌
手
も
一
九
五
一
、
二
年
く
ら
い
ま
で
は
次
々
と

ヒ
ッ
ト
曲
を
出
し
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
二
、
三
年
く
ら
い
か
ら
は
美
空
ひ
ば
り
、

江
利
チ
エ
ミ
、
鶴
田
浩
二
、
春
日
八
郎
ら(

Ｃ)

の
歌
手
の
台
頭
に
よ
り
、
戦
前
デ
ビ
ュ
ー
の(

Ａ)(

Ｂ)

の
歌
手
達

は
新
作
が
な
か
な
か
ヒ
ッ
ト
し
な
く
な
り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
と
も
な
る
と
、(

Ａ)(

Ｂ)

の
歌
手
の
多
く
が
新

作
の
本
数
自
体
を
減
ら
し
て
第
一
線
か
ら
は
退
き
、
地
方
巡
業
な
ど
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

中
野
が
戦
後
流
行
歌
界
に
復
帰
し
た
の
は
一
九
五
二
年
と
い
う
、
戦
前
派
と
戦
後
派
の
歌
手
の
過
渡
期
に
あ

っ
た
。(

Ａ)

の
群
に
入
る
中
野
が
こ
の
時
期
に
歌
手
と
し
て
ヒ
ッ
ト
を
出
す
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
も
、
中
野
は
レ
コ
ー
ド
の
吹
き
込
み
に
十
一
年
も
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
人
々
の
意
識
か
ら
忘
れ
去

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
、
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

あ
と
二
、
三
年
復
帰
が
早
け
れ
ば
「
山
小
舎
に
月
が
登
れ
ば
／
ア
リ
ゾ
ナ
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
弾
き
」
も
ヒ
ッ
ト

し
た
か
も
し
れ
な
い
。「
山
小
舎
に
月
が
登
れ
ば
／
ア
リ
ゾ
ナ
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
弾
き
」
が
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
歌
手
兼
作
曲
家
と
し
て
契
約
し
て
い
た
中
野
は
、
以
降
は
作
曲
家
業
だ
け
に
専
念
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
戦
前
派
の
歌
手
の
多
く
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
に
第
一
線
で
活
躍
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
に
対
し
て
、
作
曲
家
・
作
詞
家
は
、
自
分
の
作
品
を
戦
後
派
の
歌
手
に
歌
わ
せ
る
こ
と
で
ヒ
ッ
ト
を
量
産
し

続
け
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
も
第
一
線
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
作
曲
家
と
い
う
職
業

は
歌
手
と
違
っ
て
、
年
を
と
っ
て
も
長
く
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
点
に
中
野
は
着
目
し
て
、
歌
手
業
に
は
早
々
と
見
切
り
を
つ
け
、
作
曲
家
と
し
て
生
活
し
て
い

こ
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

戦
後
の
作
曲
家
と
し
て
の
中
野
は
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
捨
て
て
歌
謡
曲
（
＝
演
歌
）
し
か
作
曲
し
な
か
っ

た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
が
、
実
状
は
そ
う
で
は
な
い
。
戦
後
の
ジ
ャ
ズ
・
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
登
場
し
た
、“
三
人
娘
”
の
一
人
で
あ
る
新
鋭
の
江
利
チ
エ
ミ
に
は
「
情
熱
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
と
「
愉
快
な

ド
ラ
ム
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ラ
グ
」
を
、
戦
前
か
ら
の
歌
手
で
あ
る
松
島
詩
子
に
は
「
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
路
」

「
私
の
ア
ル
ベ
ー
ル
」「
喫
茶
店
の
片
隅
で
」
な
ど
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
風
の
歌
を
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
一
九
五
五

年
前
半
く
ら
い
ま
で
の
中
野
は
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
中
心
に
作
曲
家
業
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
。 
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二
十
九
年
二
月
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
『
私
の
ア
ル
ベ
ー
ル
』
は
、
前
記
の
通
り
、
矢
野
・
中
野
コ

ン
ビ
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
曲
に
到
っ
て
初
め
て
私
流
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
が
開
花
し
た
、
と
い
っ
て
よ

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
）
こ
の
“
和
製
シ
ャ
ン
ソ
ン
”
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
な
か
っ
た
、

新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
開
始
を
実
現
さ
せ
て
下
だ
さ
っ
た
の
が
『
私
の
ア
ル
ベ
ー
ル
』
の
矢
野
・
中
野
コ
ン

ビ
で
あ
り
、
『
さ
よ
な
ら
も
言
わ
な
い
で
』
の
作
曲
家
・
吉
田
矢
健
治
さ
ん
た
ち
な
の
で
す
。
（
松
島
、
一

九
八
八
、pp.186-187

） 

 

そ
の
後
、
彼
と
の
コ
ム
ビ
で
二
、
三
十
篇
の
詩
を
書
い
た
が
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
の
延
長
の
や
う
な
外

國
曲
の
模
倣
じ
み
た
作
曲
が
多
く
、
ヒ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
た
ゞ
一
つ
、
江
利

チ
エ
ミ
唄
で
映
畫
主
題
歌
の
『
情
熱
の
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
』（
大
映
『
猛
獣
使
い
の
少
女
』
主
題
歌
、
昭
２
７
・

６
、
Ｃ
八
一
九
、
片
面
・『
サ
ー
カ
ス
の
少
女
』
飯
田
三
郎
曲
、
江
利
チ
エ
ミ
唄
）
だ
け
が
今
日
ま
で
印
税

や
使
用
料
が
は
い
る
程
度
。
こ
の
曲
は
大
ヒ
ッ
ト
こ
そ
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
で
も
良
い
作
品
だ
と

思
っ
て
ゐ
る
。
（
松
村
、
一
九
七
七
、pp.2-3

） 

 

こ
の
よ
う
に
中
野
の
作
曲
は
技
術
的
に
は
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
レ
コ
ー
ド
が
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
く
ま
で
も
昭
和
十
年
代
の
水
準
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
戦

後
で
も
、
進
駐
軍
の
ジ
ャ
ズ
が
ま
だ
軍
の
キ
ャ
ン
プ
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
一
九
五
〇
年
く
ら
い
ま
で
だ

っ
た
ら
、
そ
れ
で
も
ヒ
ッ
ト
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
野
が
復
帰
し
た
一
九
五
二
年
は
ち
ょ
う
ど
日

本
の
占
領
体
制
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
が
一
気
に
噴
出

し
て
、
日
本
全
国
で
空
前
の
ジ
ャ
ズ
・
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
年
で
あ
る
。
中
野
の
作
曲
す
る
「
昭
和
十
年

代
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
」
が
ヒ
ッ
ト
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。 

中
野
の
作
曲
す
る
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
な
か
な
か
ヒ
ッ
ト
し
な
い
た
め
、
会
社
か
ら
“
作
曲
の
ジ
ャ
ン

ル
を
広
げ
て
売
れ
る
曲
を
作
っ
て
く
れ
。
”
と
頼
ま
れ
、
中
野
は
歌
謡
曲
に
も
手
を
広
げ
る
に
至
っ
た
。
中
野
の

最
初
の
歌
謡
曲
の
ヒ
ッ
ト
は
、
一
九
五
五
年
五
月
新
譜
で
春
日
八
郎
が
歌
っ
た
「
妻
恋
峠
」
で
あ
る
。
そ
の
後

も
中
野
は
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
作
曲
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
歌
謡
曲
し
か
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
た
め
、

作
曲
に
占
め
る
歌
謡
曲
の
割
合
が
増
し
て
い
っ
た
。
春
日
八
郎
の
「
妻
恋
峠
」「
男
の
舞
台
」「
東
京
の
蟻
」
、
三

橋
美
智
也
の
「
あ
ゝ
新
撰
組
」
「
お
さ
ら
ば
東
京
」
「
達
者
で
ナ
」
、
若
原
一
郎
の
「
お
ー
い
中
村
君
」
「
と
ん
び

平
に
歌
が
わ
く
」
な
ど
、
戦
後
デ
ビ
ュ
ー
し
た
歌
手
に
歌
わ
せ
た
歌
謡
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
特
に
若
原
の
「
お

ー
い
中
村
君
」
は
当
時
二
十
三
万
枚
売
れ
る
ほ
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
若
原
の
代
表
作
と
呼
べ
る
も
の
で
あ

っ
た
。 

和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
あ
ま
り
作
曲
し
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
中
野
が
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
世
界

か
ら
離
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
野
は
歌
謡
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
中
に
、
隠
し
味
と
し
て
ジ
ャ
ズ
・

ソ
ン
グ
の
リ
ズ
ム
を
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
橋
の
「
お
さ
ら
ば
東
京
」
は
、
中
野
が
沢
山
持
っ
て
い
る
エ

ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
レ
コ
ー
ド
を
作
詞
家
の
横
井
弘
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
う
ち
に
出
会
っ
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た
、「
ハ
ー
ト
ブ
レ
イ
ク
・
ホ
テ
ル
」
と
い
う
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
レ

ス
リ
ー
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た
こ
の
曲
は
し
か
し
、
民
謡
出
身
で
鍛
え
た
三
橋
の
高
音
な

美
声
を
生
か
す
べ
く
、
民
謡
調
の
歌
謡
曲
と
な
っ
て
完
成
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
三
橋
の
「
達
者
で
ナ
」
も
民

謡
調
の
も
の
で
あ
る
が
、
ル
ン
バ
の
リ
ズ
ム
を
隠
し
味
と
し
て
使
っ
て
い
た
。（
四
十
八
）
ま
た
、
中
野
の
自
宅

に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
で
あ
る
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
写
真
が
終
生
飾
ら
れ

て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。 

  
 

レ
コ
ー
ド
業
界
八
社
の
競
争
は
は
げ
し
い
。
キ
ン
グ
で
も
月
に
五
－
六
十
曲
作
っ
て
二
十
曲
く
ら
い
残

し
、
そ
の
中
の
一
位
か
ら
三
位
く
ら
い
の
曲
だ
け
が
宣
伝
費
を
か
け
市
場
に
出
て
ゆ
く
。
中
野
が
一
年
間

に
作
る
曲
は
約
五
十
曲
。
こ
の
う
ち
中
ヒ
ッ
ト
で
も
い
い
か
ら
三
本
出
れ
ば
上
々
と
い
う
か
ら
作
曲
家
商

売
も
楽
で
な
い
。
歌
い
手
を
決
め
絵
を
描
き
タ
イ
ト
ル
を
決
め
リ
ズ
ム
を
選
び
楽
器
編
成
が
決
ま
っ
て
最

後
に
作
曲
に
と
り
か
か
る
。
こ
の
す
べ
て
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
と
ヒ
ッ
ト
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
い
き

お
い
同
じ
社
内
で
も
チ
ー
ム
同
士
で
企
画
の
奪
い
合
い
な
ど
激
し
い
対
抗
意
識
が
あ
る
。『
孤
独
な
も
ん
で

す
よ
』
ぼ
そ
り
と
も
ら
し
た
口
調
に
実
感
が
あ
っ
た
。
十
万
枚
以
上
レ
コ
ー
ド
が
売
れ
た
曲
に
は
社
か
ら

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
出
る
。
中
野
の
自
宅
に
は
こ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
ピ
ア
ノ
の
上
の
飾
り
ダ
ナ
に
い
っ
ぱ
い
。

き
び
し
い
業
界
の
中
で
、
息
の
長
い
活
動
を
続
け
る
人
で
あ
る
。
（
愛
媛
新
聞
、
一
九
六
九
） 

 

こ
の
よ
う
に
「
妻
恋
峠
」
が
ヒ
ッ
ト
し
て
か
ら
の
中
野
は
、
歌
謡
曲
を
中
心
に
ヒ
ッ
ト
作
を
堅
実
に
作
り
続

け
た
。
自
分
の
作
る
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
戦
後
の
流
行
歌
界
で
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
と
見
切
り
を
つ
け
、
ジ

ャ
ン
ル
を
歌
謡
曲
に
転
換
し
た
こ
と
は
、
ヒ
ッ
ト
を
続
け
て
い
く
上
で
、
ま
た
流
行
歌
の
世
界
で
作
曲
家
と
し

て
生
き
て
い
く
為
に
は
賢
明
な
判
断
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

中
野
は
一
九
七
〇
年
二
月
十
九
日
、
肺
ガ
ン
の
た
め
東
京
の
自
宅
で
死
去
、
六
十
歳
だ
っ
た
。
新
聞
に
は
、

翌
日
の
在
京
各
誌
に
訃
報
記
事
と
し
て
二
百
～
三
百
字
程
度
で
、
戦
前
の
歌
手
時
代
と
戦
後
の
作
曲
家
時
代
の

こ
と
が
触
れ
ら
れ
つ
つ
載
っ
た
。（
四
十
九
）
葬
儀
は
雑
司
ヶ
谷
崇
拝
堂
で
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
文
芸
部
葬
と
し
て

行
わ
れ
た
。 




